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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,967 △38.9 229 ― 170 ― 160 ―
22年3月期第2四半期 3,219 △78.1 △4,185 ― △4,376 ― △4,336 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 432.59 432.56
22年3月期第2四半期 △13,082.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 13,015 5,348 41.0 14,355.03
22年3月期 13,359 5,184 38.7 13,923.14

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,332百万円 22年3月期  5,172百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,200 △36.4 860 ― 720 ― 700 ― 1,884.27



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、（添付資料）３ページ「（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 371,495株 22年3月期  371,495株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 371,495株 22年3月期2Q 331,495株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、全体として緩やかな回復基調にはあるものの、デフレや厳し

い雇用情勢に大きな変化はみられず、海外景気の下振れ懸念や円高・株安の影響などにより景気が下押しされるリ

スクが存在しており、先行きは依然として不透明な状況にあります。 

 当不動産業界においては、不動産投資市場では、低金利を背景に個人や金融機関から資金が流入し、複数のＪ－

ＲＥＩＴにおいて物件取得の動きがみられるなど、資金調達環境は改善傾向にあります。一方、東京都心部におけ

るビル賃貸市場では、賃料の下落が続いているものの、空室率の上昇傾向には歯止めがかかりつつあるなど、徐々

に回復の兆しがみえつつあります。  

 このような環境下、当社グループにおきましては、長期的かつ安定的にビジネスを拡大するべく、顧客基盤と経

営基盤の強化に努めるとともに、居抜きオフィス流通市場「そのまんまオフィス！」の運営を開始するなど、不動

産サービス事業の拡充による既存事業の伸長と周辺分野での新たな収益機会の創出に努めてまいりました。また、

不動産再生事業においては、数億円規模の小型物件を中心とした購入活動及び販売活動に注力してまいりました。

一方、経費につきましては、引き続き全社レベルでの損益分岐点の引き下げにも取り組んでまいりました。これら

の取り組みにより、当第２四半期連結累計期間は黒字となりました。なお、四半期連結会計期間（３ヶ月）の損益

については、平成22年３月期第３四半期から４四半期連続して四半期純利益を計上しております。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,967百万円（前年同四半期比38.9％減）、営業利益

229百万円（前年同四半期は営業損失4,185百万円）、経常利益170百万円（前年同四半期は経常損失4,376百万

円）、四半期純利益160百万円（前年同四半期は四半期純損失4,336百万円）となりました。 

  

 各セグメントの業績は、次のとおりであります。  

 なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用したため、各セグメントの対前年同四半期との金額比較は記載しておりません。 

  

（不動産再生事業）   

 リプランニング事業においては、市況の底打ち感を慎重に見極めつつ、物件の仕入れ活動に注力してまいりま

した。当社の得意とする都心５区エリアにおいて、販売出口を見据えた短期プロジェクト型の物件を中心に慎重

に検討を行い、４棟を購入いたしました。また、物件の商品化に様々な工夫を重ね、早期高稼働再生を実現し、

３棟を売却いたしました。 

 賃貸ビル事業においては、期中を通して高い稼働率を維持したことにより、賃料収入は安定的に推移いたしま

した。 

 以上の結果、売上高は1,157百万円となり、セグメント利益は367百万円となりました。 

  

（仲介事業） 

 売買仲介事業においては、人員、組織体制等の強化を図りつつ、賃貸仲介やプロパティマネジメント事業等社

内各部門との連携により、総合力を生かした顧客基盤の強化を引き続き進めてまいりました。  

 賃貸仲介事業においては、営業人員を増強するなど仲介営業力の強化に注力する一方、前述した「そのまんま

オフィス！」や、オフィス移転を総合的に支援する関連事業との連携など、周辺事業を含めたフィー収入の増強

にも努めてまいりました。 

 以上の結果、売上高は416百万円となり、セグメント利益は362百万円となりました。 

  

（プロパティマネジメント事業）  

 プロパティマネジメント事業においては、受託物件におけるきめ細やかなテナント様対応による顧客満足度向

上を図り、空室発生の未然防止に努めるとともに、物件の付加価値向上を目指したリニューアル提案等を積極的

に行うなど、新たな収益機会の創出にも注力してまいりました。 

 以上の結果、売上高は194百万円となり、セグメント利益は143百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（その他） 

 建築企画事業においては、レイアウト提案、内装造作、原状回復工事等、オフィス移転に付随する様々な課題

を解決する「移転トータルプロデュース」の受託件数が伸長し、業績は順調に推移いたしました。  

 滞納賃料保証事業においては、景気の低迷によるビルオーナー様の賃料滞納リスクの回避やテナント様の敷

金・保証金を預けるリスクの低減等のニーズを背景に受託件数は安定的に増加し、保証残高も堅調に推移いたし

ました。 

 以上の結果、売上高は199百万円となり、セグメント利益は82百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は13,015百万円（前連結会計年度末比2.6％減）、負債は7,667百万

円（同6.2％減）となりました。総資産の減少の主な要因は、たな卸資産の増加123百万円があったものの、現金及

び預金の減少590百万円、及び有形固定資産の減少83百万円等があったことによるものであります。負債の減少の

主な要因は、有利子負債の減少392百万円等によるものであります。 

 また、純資産は5,348百万円（同3.2％増）となりました。純資産の増加の主な要因は、四半期純利益160百万円

の計上等によるものであります。この結果、自己資本比率は41.0％となりました。 

  

キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税金等調整前四半期純利益

174百万円、長期借入による収入100百万円等があったものの、営業投資有価証券の増加額180百万円、短期借入金

の純減額214百万円、及び長期借入金の返済による支出224百万円等があった結果、期首残高に比べ608百万円減少

し、当第２四半期連結会計期間末残高は、2,993百万円となりました。  

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー及びそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は131百万円（前年同四半期は1,835百万円の収入）となりました。これは主に、

税金等調整前四半期純利益174百万円等があったものの、たな卸資産の増加額124百万円、及び営業投資有価証券

の増加額180百万円等があったことによるものであります。  

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は84百万円（前年同四半期は２百万円の収入）となりました。これは主に、定期

預金の払戻しによる収入48百万円等があったものの、定期預金の預入による支出66百万円、有形固定資産の取得

による支出19百万円、及び無形固定資産の取得による支出37百万円等があったことによるものであります。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は392百万円（前年同四半期比87.9％減）となりました。これは主に、長期借入

による収入100百万円等があったものの、短期借入金の純減額214百万円、及び長期借入金の返済による支出224

百万円等があったことによるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の連結業績予想については、平成22年５月13日に公表した予想から修正は行っておりません。 



  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定しております。  

３．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じておら

ず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法により算定しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理の変更  

(1) 資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円、税金等調整前四半

期純利益は 千円減少しております。 

(2) 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月

10日）を適用しております。なお、これによる影響はありません。 

  

２．表示方法の変更  

（四半期連結損益計算書） 

(1) 前第２四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻

入額」は、特別利益の総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記すること

としました。なお、前第２四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」

は6,585千円であります。 

(2) 前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「会員権評価損」（当第２四半期連結累計

期間は50千円）は、特別損失の100分の20以下となったため、特別損失の「その他」に含めて表示するこ

とといたしました。 

(3) 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５

号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示

しております。 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

(1) 前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました

「匿名組合投資損益（△は益）」（当第２四半期連結累計期間は△30,468千円）は、重要性が乏しくなっ

たため、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示することといたしました。 

(2) 前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に表示しておりました「法

人税等の還付額」及び「法人税等の支払額」は、当第２四半期連結累計期間より「法人税等の支払額又は

還付額（△は支払）」として純額表示しております。なお、当第２四半期連結累計期間における「法人税

等の支払額」及び「法人税等の還付額」は、それぞれ△2,537千円、2,704千円であります。  

(3) 前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました

「短期貸付金の回収による収入」（当第２四半期連結累計期間は50千円）は、重要性が乏しくなったた

め、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示することといたしました。  

２．その他の情報

851

4,142



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,350,177 3,940,389

売掛金 123,920 134,534

営業投資有価証券 180,000 －

販売用不動産 764,318 764,318

仕掛販売用不動産 123,586 －

その他 109,371 95,750

貸倒引当金 △6,098 △6,544

流動資産合計 4,645,275 4,928,448

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,778,224 4,862,042

車両運搬具（純額） 2,886 613

土地 3,192,919 3,192,919

その他（純額） 11,518 13,611

有形固定資産合計 7,985,548 8,069,186

無形固定資産   

その他 61,001 34,176

無形固定資産合計 61,001 34,176

投資その他の資産   

その他 329,737 395,173

貸倒引当金 △5,848 △67,883

投資その他の資産合計 323,889 327,289

固定資産合計 8,370,439 8,430,651

資産合計 13,015,715 13,359,100

負債の部   

流動負債   

買掛金 63,680 79,329

短期借入金 717,000 931,000

1年内償還予定の社債 108,000 108,000

1年内返済予定の長期借入金 468,688 408,688

未払法人税等 24,084 14,517

賞与引当金 39,090 36,258

工事保証引当金 4,100 6,100

保証履行引当金 5,700 6,381

その他 1,227,589 619,517

流動負債合計 2,657,933 2,209,792

固定負債   

社債 108,000 162,000

長期借入金 4,305,936 4,490,280

繰延税金負債 258 439

その他 594,968 1,311,778

固定負債合計 5,009,163 5,964,498

負債合計 7,667,096 8,174,290



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,728,308 7,728,308

資本剰余金 500,000 500,000

利益剰余金 △2,895,863 △3,056,570

株主資本合計 5,332,444 5,171,738

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 377 640

評価・換算差額等合計 377 640

新株予約権 15,796 12,431

純資産合計 5,348,618 5,184,810

負債純資産合計 13,015,715 13,359,100



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,219,203 1,967,379

売上原価 6,527,917 940,428

売上総利益又は売上総損失（△） △3,308,714 1,026,950

販売費及び一般管理費 877,176 797,398

営業利益又は営業損失（△） △4,185,890 229,552

営業外収益   

受取利息 1,341 1,133

受取配当金 371 343

受取遅延損害金 － 1,587

その他 694 1,321

営業外収益合計 2,406 4,386

営業外費用   

支払利息 191,659 62,586

その他 1,569 403

営業外費用合計 193,228 62,989

経常利益又は経常損失（△） △4,376,713 170,949

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 4,010

賞与引当金戻入額 17,709 －

工事保証引当金戻入額 22,575 1,520

その他 8,292 933

特別利益合計 48,576 6,463

特別損失   

会員権評価損 1,859 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,291

その他 － 105

特別損失合計 1,859 3,396

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△4,329,995 174,016

法人税、住民税及び事業税 6,661 13,309

法人税等合計 6,661 13,309

少数株主損益調整前四半期純利益 － 160,706

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,336,656 160,706



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△4,329,995 174,016

減価償却費 134,127 109,590

新株予約権の増減額（△は減少） 14,203 3,365

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,528 △3,696

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,583 2,831

工事保証引当金の増減額（△は減少） △23,400 △2,000

保証履行引当金の増減額（△は減少） △1,800 △681

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） － △2,765

匿名組合投資損益（△は益） 3,003,190 －

受取利息及び受取配当金 △1,712 △1,477

支払利息 191,659 62,586

売上債権の増減額（△は増加） △65,370 16,492

営業投資有価証券の増減額（△は増加） － △180,000

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,957,176 △124,747

仕入債務の増減額（△は減少） △107,525 △8,538

未払消費税等の増減額（△は減少） △29,954 △62,309

未収消費税等の増減額（△は増加） △17,461 △33,147

預り保証金の増減額（△は減少） 223,941 △6,117

その他 △24,480 △14,274

小計 1,918,654 △70,874

利息及び配当金の受取額 1,767 1,477

利息の支払額 △192,732 △62,211

法人税等の還付額 109,134 －

法人税等の支払額 △1,764 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） － 167

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,835,059 △131,441

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △178,475 △66,352

定期預金の払戻による収入 154,000 48,000

有形固定資産の取得による支出 △130 △19,480

無形固定資産の取得による支出 △385 △37,998

短期貸付金の回収による収入 6,633 －

差入保証金の差入による支出 － △14,013

差入保証金の回収による収入 20,995 5,536

その他 － △262

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,638 △84,570

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,800,000 △214,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △4,976,344 △224,344

社債の償還による支出 △54,000 △54,000

配当金の支払額 △667 △208

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,231,011 △392,552

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,393,313 △608,564

現金及び現金同等物の期首残高 3,712,211 3,601,870

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,318,897 2,993,305



 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業の区分は社内管理上使用している区分によっております。 

２．各区分の主な商品等 

(1）不動産再生事業  ‥‥ リプランニング、自社保有不動産の賃貸 

(2）不動産サービス事業‥‥ 売買仲介、賃貸仲介、プロパティマネジメント、建築企画、滞納賃料保証 

(3）その他不動産事業 ‥‥ アセットマネジメント、私募ファンドの企画、組成、運営 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
不動産 
再生事業 
（千円） 

不動産 
サービス事業
（千円） 

その他 
不動産事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高    2,372,730  817,711  28,761    3,219,203  －    3,219,203

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 5,871  321  －  6,192 (6,192)           －

計    2,378,601  818,032  28,761    3,225,395 (6,192)    3,219,203

営業利益（又は営業損失）  (1,093,832)  78,906 (2,987,208)  (4,002,134) (183,756)  (4,185,890)



〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社で製品・サービスの種類別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、本社で定めた製品・サービス別のセグメントから構成されており、「不動産再生事

業」、「仲介事業」及び「プロパティマネジメント事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「不動産再生事業」は、リプランニング事業、賃貸ビル事業及び不動産証券化事業等を行っております。

「仲介事業」は、売買仲介事業及び賃貸仲介事業を行っております。「プロパティマネジメント事業」は、プ

ロパティマネジメント事業を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築企画事業及び滞納賃料

保証事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額 千円には、各報告セグメントに配分しない全社費用 千円及

び支払利息の調整額 千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 

（注）１．
合計 

調整額 
（注）２．

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）３．
不動産再生 仲介 

プロパティ

マネジメント
計 

売上高  1,157,461  416,581  194,241  1,768,284  199,094  1,967,379  －  1,967,379

セグメント利益  367,881  362,272  143,383  873,536  82,867  956,404  △726,851  229,552

△726,851 △788,424

61,573

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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